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メーデー・ボランティア・選挙と話題は尽きません

新潟からは関川委員長（右端）をはじめ
青年委員会四役が出席

街宣にあわせてチラシ入りポケットティッシュを配布（中越地協）

推薦議員とともに街頭で訴え（柏崎地協）

連合の政策について理解を深めていただきました

連 合 新 潟
ホームページ

(1) 第416号 2025年10月15日（毎月１回15日発行）
平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ）

小林会長ブログ「徒然なるままに」発信中！ 詳しくは連合新潟ホームページまで！

10月の主な活動
	10日	 第12回四役会議
	 	 第12回執行委員会

	19日	 第7回青年委員会

	25日	 第8回女性委員会

	30日	 第35回定期大会

	31日	 2026春季生活闘争
	 	 　　　　中央討論集会

地
域
に
根
ざ
し
た
運
動
は
地
協
の
活
動
か
ら

連
合
の
政
策
実
現
に
向
け
て

�

県
議
と
連
携

２
０
２
５
年
度
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
地
協
活
動
推
進
会
議

　

９
月
８
日
、
金
沢
市
で
２
年

ぶ
り
の
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
地
協
活

動
推
進
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
会
議
は
、
現
在
の
地

協
活
動
の
取
り
組
み
状
況
を
確

認
す
る
と
と
も
に
、
他
地
域
の

取
り
組
み
好
事
例
の
共
有
等
を

通
じ
て
、
さ
ら
な
る
活
動
の
底

上
げ
と
活
性
化
を
は
か
る
こ
と

が
目
的
で
、
連
合
新
潟
か
ら
は

地
協
事
務
局
長
全
員
と
４
地
協

の
議
長
、
桑
原
事
務
局
長
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

地
協
で
は
、
統
一
的
に
取
り

組
む
「
２
つ
の
コ
ア
活
動
（
①

連
合
組
織
内
の
連
携
を
強
化
す

る
た
め
の
活
動
、
②
地
域
で
働

く
す
べ
て
の
仲
間
を
支
え
る
た

め
の
活
動
）」
に
加
え
、「
各
地

域
の
特
色
を
活
か
し
た
活
動
」

を
全
国
台
で
足
並
み
を
そ
ろ
え
、

活
動
の
深
化
に
つ
な
げ
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
会
議
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
地
協
活
動
の
経
緯
や
、
求

め
ら
れ
る
活
動
に
つ
い
て
本
部

か
ら
説
明
を
受
け
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
地
協
活
動
の
情
報
共

有
を
行
い
ま
し
た
。
共
通
の
悩

み
と
し
て
は
、
メ
ー
デ
ー
を
含

め
た
行
事
・
会
合
参
加
者
の
減

少
と
役
員
の
な
り
手
不
足
、
ま

た
組
織
拡
大
に
関
わ
る
活
動
に

つ
い
て
は
、
ど
こ
の
地
協
で
も

難
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
中
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活

動
の
工
夫
や
、「
組
織
化
作
り

の
冊
子
を
作
っ
て
活
用
し
て
い

る
」「
町
内
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
企
業
と
の
繋
が
り
を
作
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
」
な
ど
、

持
ち
帰
る
情
報
も
多
く
、
刺
激

を
受
け
た
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
各
地
方

連
合
会
の
特
色
あ
る
活
動
の

紹
介
や
悩
み
・
課
題
を
共
有

す
る
な
ど
、
活
発
な
発
言
が

み
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
得
た
多
く
の
刺
激
を

今
後
の
活
動
に
反
映
し
、
青

年
活
動
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ

て
い
き
ま
す
。

青
年
活
動
の

　

  

活
性
化
に
向
け
て

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
青
年
活
動
代
表
者
会
議
を
開
催
！

　

連
合
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
（
新

潟
、
富
山
、
石
川
、
福
井
）

は
、
９
月
30
日
に
万
代
シ
ル

バ
ー
ホ
テ
ル
（
新
潟
市
）
で

２
０
２
５
年
度
北
陸
ブ
ロ
ッ

ク
青
年
代
表
者
会
議
会
議
を

開
催
し
、
連
合
新
潟
か
ら
６

人
（
事
務
局
含
む
）
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

会
議
の
冒
頭
、
連
合
北
陸

ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
幹
事
を
務

め
る
連
合
新
潟
小
林
会
長
は
、

地
方
に
お
け
る
人
口
減
少
や

若
者
の
政
治
離
れ
と
い
っ
た

課
題
に
触
れ
つ
つ
、
次
代
を

担
う
人
材
育
成
に
つ
な
が
る

よ
う
、
青
年
活
動
の
さ
ら
な

る
活
性
化
を
求
め
、
出
席
者

を
激
励
し
ま
し
た
。

　

９
月
16
日
、
新
潟
市
内
で
第

23
回
連
合
新
潟
推
薦
県
議
会
議

員
懇
談
会
を
開
催
し
、
連
合
新

潟
は
８
人
、
推
薦
県
議
は
16
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
の
「
新
潟
県
次
年

度
予
算
に
関
す
る
要
望
書
」
は
、

各
構
成
組
織
か
ら
選
出
さ
れ
た

委
員
で
構
成
さ
れ
る
政
策
委
員

会
で
論
議
さ
れ
、
執
行
委
員
会

で
確
認
し
新
潟
県
知
事
へ
要
請

し
て
い
ま
す
。
予
算
要
望
書
を

知
事
に
手
交
す
る
に
あ
た
り
、

推
薦
県
議
会
議
員
と
、
要
望
す

る
内
容
に
つ
い
て
共
有
す
る
と

と
も
に
、
政
策
実
現
に
向
け
た

意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
県
議
会
議
員
懇
談
会
で

は
、
経
済
・
産
業
政
策
の
分
野

で
価
格
転
嫁
の
促
進
に
向
け
た

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言

企
業
の
拡
大
、
最
低
賃
金
の
引

き
上
げ
、
人
口
減
少
対
策
な
ど

の
県
政
運
営
に
お
け
る
様
々
な

課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
今
回
の
懇
談
会
を

と
お
し
て
、
推
薦
県
議
に
連
合

の
政
策
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
県
知
事

へ
の
要
請
は
、
11
月
12
日
に
行

い
ま
す
。

地協総会日程
地協名 開催日時 会　　場

下 越 11月７日（金）
15：00～ イクネスしばた

新 潟 11月７日（金）
17：00～ 新潟東映ホテル

佐 渡 11月14日（金）
18：30～ 八幡館

県 央 11月８日（土）
15：00～ 三条商工会議所

中 越 11月21日（金）
15：00～ 長岡グランドホテル

柏 崎 11月28日（金）
18：30～ 柏崎市産業文化会館

上 越 11月７日（金）
15：00～ ホテルハイマート

改
定
周
知
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
展
開
中
！

　

10
月
２
日
か
ら
新
潟
県
の
最

低
賃
金
は
１
０
５
０
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
で
は
、
最
低
賃
金

の
改
定
に
伴
い
、
改
定
内
容
を

県
民
へ
広
く
周
知
し
、
最
低
賃

金
の
履
行
確
保
を
目
的
と
し
た

「
最
低
賃
金
改
定
周
知
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
各
地
域
協
議
会
協

力
の
も
と
、
９
月
18
日
か
ら
10

月
19
日
の
期
間
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

上
越
地
協
を
皮
切
り
に
、
新

潟
県
内
を
北
上
し
な
が
ら
す
す

め
て
い
る
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

は
、
通
勤
時
間
帯
を
中
心
と
し

た
工
業
団
地
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
近
辺
で
の
街
宣
行
動

（
停
止
街
宣
・
流
し
街
宣
）、

最
低
賃
金
に
関
す
る
チ
ラ
シ
を

封
入
し
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
布
、

公
共
施
設
へ
の
チ
ラ
シ
掲
示
等

の
呼
び
か
け
な
ど
、
幅
広
い
取

り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
地
域
協
議
会
で
は
、

推
薦
議
員
か
ら
協
力
を
得
な
が

ら
街
宣
行
動
を
展
開
す
る
こ
と

で
、
よ
り
一
層
地
域
へ
の
浸
透

を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

　

連
合
新
潟
も
、
フ
ェ
ア
ワ
ー

ク
推
進
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、

10
月
14
日
に
新
潟
駅
前
で
街
頭

宣
伝
行
動
を
行
い
ま
し
た
。
当

日
は
、
上
杉
知
之
県
議
会
議
員

（
新
潟
市
中
央
区
選
出
）、
高
橋

聡
子
市
議
会
議
員（
新
潟
市
中
央

区
選
出
）か
ら
も
ご
協
力
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
チ
ラ
シ
入
り
ポ
ケ

ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
布
や
パ
ネ
ル

掲
示
も
行
う
こ
と
で
、
取
り
組

み
の
相
乗
効
果
を
高
め
ま
し
た
。

　

本
取
り
組
み
の
様
子
は
、
連

合
新
潟
の
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
「
い
い
ね
」
お
待
ち
し
て
い

ま
す
！

今
後
へ
向
け
て

　

２
０
２
５
春
季
生
活
闘
争
で

は
、
前
年
を
上
回
る
賃
上
げ
が

実
現
し
、
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

ま
も
な
く
迎
え
る
２
０
２
６

春
季
生
活
闘
争
に
お
い
て
も
、

次
年
度
以
降
の
最
低
賃
金
引
き

上
げ
に
波
及
し
て
い
く
取
り
組

み
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

十
分
な
組
織
内
討
議
を
ふ
ま
え

て
方
針
の
策
定
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

継
続
的
に
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
を
す
す
め
、
都
市
部
な
ど

と
の
地
域
間
額
差
の
是
正
を
め

ざ
し
ま
し
ょ
う
。

特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金

の
審
議
は
じ
ま
る

　

連
合
新
潟
機
関
紙
第
４
１
５

号
（
２
０
２
５
年
９
月
15
日
発

行
）
で
も
お
知
ら
せ
し
た
と
お

り
、
２
０
２
５
年
度
特
定
（
産

業
別
）
最
低
賃
金
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
３
業
種
の
う
ち
「
自
動

車（
新
車
）、
自
動
車
部
分
品
・

附
属
品
小
売
業
」
の
み
が
金
額

改
定
の
必
要
性
あ
り
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、「
自
動
車（
新

車
）、
自
動
車
部
分
品
・
附
属

品
小
売
業
最
低
賃
金
専
門
部

会
」
を
設
置
し
、
10
月
15
日
に

第
１
回
専
門
部
会
が
開
催
さ
れ
、

当
該
業
種
の
特
定
（
産
業
別
）

最
低
賃
金
に
つ
い
て
論
議
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

産
業
の
価
値
や
魅
力
を
高
め

る
観
点
か
ら
も
、
地
域
別
最
低

賃
金
と
同
様
に
大
幅
な
引
き
上

げ
が
実
現
す
る
よ
う
、
専
門
部

会
委
員
と
連
携
し
て
真
摯
な
論

議
に
臨
み
ま
す
。

10月２日から
最低賃金1050円に!



A5サイズ

公式キャラクター
ピットくん

1525Z014

「こくみん共済 coop」は営利を目的としない保障の生協として共済事業を営み、
相互扶助の精神にもとづき、組合員の皆さまの安心とゆとりある暮らしに貢献する
ことを目的としています。この趣旨に賛同いただき、出資金を払い込んで居住地また
は勤務地の共済生協の組合員となることで各種共済制度をご利用いただけます。

新潟推進本部
(新潟県総合生活協同組合)全国労働者共済生活協同組合連合会

※正式申込時点で30歳の方は、ご契約時に31歳を迎えてもキャンペーン金
利を適用します。※実施期間前に正式申込し、ご契約が2026年1月以降とな
る方も対象となる場合がございます。詳しくは店頭へお問い合わせください。

新潟ろうきん 新潟ろうきん 検 索

期間中にマイカーローンを
新規お申込みまたは、ご契約いただいた

３０歳以下の方
対象者

キャンペーン
金利

マイカーローン
金利引下げキャンペーン応援！

30U-

夢ま
で

乗
せ
て 最下限金利適用

2025年2 1（土）～12 30（火）まで2025年2 1（土）～12 30（火）まで

最新の金利やキャンペーンの詳細は
ホームページからご確認ください

実施
期間

連　　　合　　　新　　　潟

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日10:00～17:00）

左から桜庭裕也さん、遠藤裕香さん、
水島治香さん

生産者の方からご指導いただきました

2025年10月15日 平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ） （毎月１回15日発行） (2)第416号

　

今
年
の
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
高
校

野
球
の
部
で
７
回
制
が
採
用
さ
れ
る
。

国
内
の
主
要
な
大
会
で
は
初
め
て
の

試
み
で
あ
る
。
７
回
制
の
導
入
に
は
、

「
試
合
の
戦
略
が
大
き
く
変
わ
る
」

「
競
技
力
の
低
下
に
つ
な
が
る
」
と

い
っ
た
懸
念
す
る
意
見
が
き
か
れ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
競
技
人
口
が
少
な
く
な
る
な
か
で
、
現
行

９
回
制
で
は
、
複
数
人
の
投
手
を
確
保
で
き
な
い

チ
ー
ム
に
お
い
て
一
人
の
投
手
に
か
か
る
負
担
は

大
き
い
。
伝
統
も
大
事
で
あ
る
が
、
優
先
さ
れ
る

べ
き
は
、
選
手
の
健
康
面
で
あ
る
。
今
後
の
野
球

が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
考
え
る
う
え
で
、
今

大
会
は
注
目
さ
れ
る
。�

Ⓐ

■ 【あい♡たすKitchen】 のご紹介
� ■■■ 上越地協発 ■■■

　上越地協と上越地区労福協が活動支援してい
ます、妙高市長森に拠点を置く「NPO法人あ
いあう」が、2025年４月から新規事業として
イートイン＆テイクアウトのカレー店【あい♡
たすKitchen】をオープン。毎週木曜日限定で
営業をはじめました。今年２月に惜しまれつつ
閉店した「カレー屋ふくふく」さんの味を継承
し、地域の皆さんが気軽に立ち寄れ、美味しい
カレーでホッとできる時間を楽しめるお店をめ
ざしています。メニューは「ふくふくカレー」、
「チキンカツカレー」
の他、「日替わりス
イーツ」と、妙高市
原通の「自家焙煎は
ち珈琲」さん提供の
「オリジナルブレンドコーヒー」で、数量限定
販売となります。収益は全て「あいあう」の活
動資金として充てられます。食堂フロアに流れ
るスローなジャズで気分も落ち着き、スタッフ
一押しのチキンカツカレーをいただきましたが、
マイルドな辛さで大人から子供まで満足できる、
とても美味しいカレーでした。

○営業日：毎週木曜日 
　　　　　11：00～13：30（13：00 LO）
○場　所：妙高市長森1854
　　　　　（旧斐太南保育園）

私の地
まち

域からこんにちは！ ⑭

連
合
新
潟
青
年
委
員
会　
　

桜
　
庭
　
裕
　
也

連
合
「
平
和
行
動
in
根
室
」
に
参
加
し
て

　

９
月
20
日
、
連
合
新
潟
青
年

委
員
会
と
女
性
委
員
会
は
、
合

同
研
修
会
を
開
催
し
、
南
魚
沼

市
を
訪
れ
ま
し
た
。
今
年
の
研

修
テ
ー
マ
は
「
稲
刈
り
体
験
を

通
し
て
お
米
づ
く
り
の
大
切
さ

を
学
ぶ
」
と
し
、
南
魚
沼
市
に

あ
る
体
験
施
設
「
上
田
の
郷
」

で
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
稲
刈
り
体
験
を
行

っ
た
ほ
か
、
稲
か
ら
籾
（
も

み
）、
玄
米
へ
と
精
米
さ
れ
て

い
く
工
程
も
見
学
し
、
私
た
ち

の
食
卓
に
ご
は
ん
が
届
く
ま
で

に
農
家
の
方
を
は
じ
め
、
多
く

の
方
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
昨

今
の
お
米
の
価
格
に
つ
い
て

「
今
ま
で
買
い
支
え
て

く
れ
た
お
客
様
の
こ
と

を
考
え
る
と
、
大
幅
な

値
上
げ
を
手
放
し
で
歓

迎
は
で
き
な
い
」
と
生

産
者
の
視
点
か
ら
お
話

し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
に
と

っ
て
米
生
産
に
つ
い
て

考
え
る
一
つ
の
き
っ
か

け
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
移
動
中
の
車

コ
メ
の
生
産
現
場
を
学
ぶ

連
合
・
愛
の
カ
ン
パ

２
０
２
５
年
度
は
３
団
体
の
地
域
助
成
が
決
定

内
、
昼
食
時
に
、
各
々
の
活
動

等
に
関
し
て
意
見
交
換
を
行
い
、

参
加
者
同
士
の
親
睦
を
深
め
、

「
学
び
」
と
「
交
流
」
の
有
意

義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
連
合
・
愛
の
カ
ン
パ
」
は
、

「
自
由
、
平
等
、
公
正
で
平
和

な
世
界
の
実
現
」
に
向
け
た
社

会
貢
献
活
動
と
し
て
取
り
組
む

も
の
で
、
地
域
助
成
は
、
連
合

組
合
員
お
よ
び
そ
の
家
族
、
あ

る
い
は
連
合
組
合
員
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
が
、
運
営
に
参
加
し
て
い
る

Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
事
業
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ま
た
は
地
方
連

合
会
が
日
常
的
な
活
動
で
連
携

し
て
い
る
事
業
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

連
合
新
潟
推
薦
の
３
団
体
と

も
２
０
２
５
年
度
の
助
成
が
決

定
し
、
９
月
26
日
の
第
11
回
執

行
委
員
会
前
段
の
贈
呈
式
に
２

団
体
の
代
表
か
ら
出
席
い
た
だ

き
ま
し
た
。
３
団
体
の
活
動
は
、

今
後
の
機
関
紙
で
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。

〇
フ
ー
ド
バ
ン
ク
さ
ど

（
３
回
目
）
助
成
金
額
30
万
円

　
　

佐
渡
市
金
井
新
保
乙
１
６
３
６

－

１

　
　
　
　
　
　
　
代
表
：
平
田
　
　
緑

〇
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
い
あ
う

（
３
回
目
）
助
成
金
額
30
万
円

　
　

妙
高
市
長
森
１
８
５
４

　
　
　
　
　
　
　
代
表
：
平
出
　
京
子

〇
お
よ
ぐ
ペ
ン
ギ
ン

（
１
回
目
）
助
成
金
額
20
万
円

　
　

三
条
市
月
岡
１

－

２
０

－

１
２

　
　
　
　
　
　
　
代
表
：
竹
石
　
幸
織

連合新潟推薦候補予定者
10月の自治体選挙

南魚沼市議会議員選挙推薦候補者
投開票日　10月19日　定数22

梅
うめ

沢
ざわ

 道
みち

男
お

　無所属  現②  68歳

　

９
月
６
日（
土
）、
７
日（
日
）、

連
合
主
催
「
平
和
行
動
in
根

室
」
が
開
催
さ
れ
、
連
合
新
潟

か
ら
は
３
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

元
々
北
方
領
土
は
日
本
の
領

土
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
に
占
領
さ

れ
た
島
々
と
い
う
こ
と
し
か
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
の

平
和
行
動
in
根
室
を
通
じ
て
北

方
領
土
と
い
う
土
地
を
詳
し
く

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

特
に
北
方
領
土
周
辺
の
水
産

物
資
源
の
豊
富
さ
に
は
驚
き
ま

し
た
。
昆
布
や
サ
ケ
が
沢
山
取

れ
る
た
め
漁
業
が
盛
ん
で
あ
る

と
と
も
に
、
花
咲
ガ
ニ
や
ホ
タ

テ
貝
な
ど
の
甲
殻
類
も
多
く
取

れ
、
缶
詰
加
工
の
食
品
製
造
業

も
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
で
、
島

内
外
に
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
雇

用
を
生
み
だ
し
て
い
た
こ

と
は
素
晴
ら
し
い
と
思
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
自
然
豊

か
で
産
業
が
盛
ん
な
島
々

が
戦
争
に
よ
っ
て
奪
わ
れ

た
こ
と
に
改
め
て
憤
り
を

感
じ
ま
し
た
。
元
島
民
の

方
か
ら
当
時
の
実
体
験
や

そ
の
時
の
心
情
を
お
聞
き

し
、
自
分
た
ち
の
故
郷
な

の
に
帰
る
こ
と
す
ら
許
さ
れ
な

い
現
実
に
対
し
て
の
悔
し
さ
と

怒
り
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

戦
争
を
経
験
し
た
方
の
生
々
し

い
体
験
談
を
聞
く
機
会
は
今
ま

で
無
か
っ
た
た
め
、
と
て
も
貴

重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

戦
後
80
年
の
節
目
を
迎
え
、

元
住
民
の
方
が
５
，０
０
０
人

を
下
回
り
、
平
均
年
齢
も
89
歳

と
な
る
現
状
の
中
で
、
北
方
領

土
に
縁
も
所
縁
も
無
い
私
に
で

き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
た
時

に
、
今
回
経
験
し
た
こ
と
を
よ

り
多
く
の
人
に
伝
え
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
こ
の

北
方
領
土
問
題
の
継
承
に
な
り
、

解
決
の
た
め
の
第
一
歩
に
な
る

と
感
じ
ま
し
た
。

若い世代の暮らしを応援！
「〈ろうきん〉ミライつながりプロジェクト」

　新潟ろうきんでは、2023年度より３年間をかけて「ミライつ
ながりプロジェクト」を実施しています。本プロジェクトは、若
い世代の皆さんに「〈ろうきん〉をもっと知ってもらいたい」「便
利に利用してもらいたい」という想いから、当金庫の20代～30
代の職員がメンバーとなり、発足したものです。第１期では、
「楽しみながら〈ろうきん〉を知ってもらう」をテーマに、若い
世代に人気のショート動画（新潟ろうきん公式 YouTube チャ
ンネルで公開中）の作成やカードゲーム「ito（イト）」を取り入
れたセミナー資料の作成に取り組み、多くの労働組合の皆様から
ご活用いただいております。第２期では、「若い世代の新生活を
応援したい」「ローン利用をきっかけに〈ろうきん〉や労働組合
とつながってほしい」という想いから、30歳以下のマイカーロ
ーン新規申込者に最下限金利を適用する「U－30応援！マイカー
ローン金利引下げキャンペーン『ミライヘ』」を企画しました（詳
しくは本紙面の広告欄をご覧ください）。第３期となる今年度も
様々な企画を準備しておりますので、今後の展開にぜひご期待く
ださい！新潟ろうきんは、労働組合の皆様とともに、これからも
若い世代を応援していきます。


